
(1)鳥害対策の検討
1)資材の検討

専用の鳥よけネット(写真2)
が販売されているが、費用的
に高価であること、設置・片
付けに時間がかかる（設置期
間は摘葉、副梢整理、摘房作
業終了から収穫までの短い期
間）ことからこれに変わる省
力低コスト資材（ロールベー
ルネット(写真3)、ネット袋等）
についての情報提供を行った。

2)設置方法の検討
専用ネットは、鉄製のフックを使用して支柱に固定するが、

ネット同様経費がかかることや回収のための労働時間がかかる
ため、低コストで省力的な設置方法（テープナー(写真4)等)に
ついて生産者と検討した。

北海道の醸造用ぶどうの栽培面積（R2:383ha）
は全国最大であり、振興局別では空知（R2:90ha）
が後志に次ぐ栽培面積を有している。道内のワイ
ナリー数についても急増しており、空知管内でも
R4現在７つのワイナリーが所在している。
空知は、道内でも２番目の産地であるが後志と

比較して収量が少ない傾向であり収益向上のため
の、低収要因の解析と技術改善が急務となってい
る。
低収要因には、気象・土壌条件や病害虫発生状

況などがあげられるが、その中でも近年鳥害によ
る減収が増加傾向にあり、昔から赤ワイン品種を中心に被害が見られていたが、Ｒ５
は全道的に被害が大きく、空知管内でのワイナリーでは鳥害により３割減収した事例
も見られた。そのため、低コストで効率的な鳥害対策の確立が急務となっている。

写真２ 専用鳥よけネット
(R6 岩見沢市)

写真１ 空知のワイナリー風景

【本所：広域専門（園芸）】

～ ワイン用ぶどうを鳥から守れ ～

課題番号３５

醸造用ぶどうの安定生産

対象：鳥害を受けている醸造用ぶどう生産農家 ２戸

１ 活動の背景

２ 活動の経過

(2) 生育状況の確認
鳥害対策を適正時期に実施するため、定期巡回により生育状況

を確認し、その情報を基に生産者とともに作業計画を検討した。

写真３ ロールベール
ネット

写真4 テ－プナー



３ 成果の具体的内容

４ 今後の課題と対応

○大面積に対応したネット設置体系の確立
○ネットに頼らない鳥害対策の検討

(1) 簡易防鳥ネットを活用した野生鳥害対策技術（ロールベールネット）の実践
実践農家数：「現況０戸→目標１戸→実績２戸」

ネット設置前 ネット設置後

(2) その他対策の実践

その他農家１戸で果実袋を活用した取り組みが行われ効
果は見られた。

写真３ 省力低コストネットによる鳥害対策

図３ 果実袋による鳥害対策

・昨年、鳥害があった２戸の農家でネットの設置が確認された。
・また、昨年被害の見られなかった農家でも２戸の農家でネットの設置が確認された。
・使用ネットは、ロールベールネット３戸、専用ネット１戸の割合であった。
・鳥害対策を未実施園地でも、鳥害の発生は昨年より大幅に減少し、平年並となった。

○使用ネット：ロールベールネット(600mm×2000m)

○固定方法：テープナーで第２架線に固定。

ウ 設置効果

イ 設置時期：９月１４日～９月２６日（品種：レゲント(早生))

・価格が安価
・除去後は、そのまま廃棄できる（エコではないが）

・価格が安価
・ネット回収時、引きちぎればとれるため作業が早い。
・光分解テープを使用すれば回収の必要が無い。

表１ 防鳥ネット設置効果

・ネット設置により鳥害は減少し
効果は見られたが、ネットを被
害発生後に設置したため、差は
小さかった。

・ネット内の鳥の侵入は見られな
かった。

・これ以後、鳥害の発生が見られ
なかったため、ネットは設置し
なかった。

ロールベールネット設置例（Ｈぶどう園）

ア 設置方法

※9/26(ネット除去時)調査

写真4 テ－プナーによる固定

被害果粒
1/2未満②

被害果粒
1/2以上③

設　置 300 46 123 56
無設置 300 80 108 63

被害果房数（房）

区分
調査果房数
(房）①

被害果房率(%)
②+③/①×100


